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富山県朝日町宮崎の岩礁地帯における
有用貝類の垂直分布（短報）

浜田征雄・藤田大介

（1993年３月９日受理）

TheVerticalDistributionofExploitedShells

ontheRockyShoresofMiyazaki,AsahiＴｏｗｎ,ToyamaPrefecture(Shortpaper）

MasaoHamada*')・DaisukeFUJITA*2）

Theverticaldistributionofexploitedshellswassurveyedonthe

stonybedandaroundNakanoshima（anisolatedrock）nearMiyazaki

FishingPort，AsahiＴｏｗｎ，ToyamaPrefecture，duringthesummerof

l987・Ｏｎｔｈｅｓｔｏｎｙｂｅｄ，boththeabaloneH上zZjotjsdjscusdjscusand

turbanshｅｌｌＴｔ"､bocor”tuｓ（ｗｉｔｈｓｈｏｒｔｏｒｎｏｈｏｒｎｓ）occurredat

depthsof2-6.9ｍ・Inasupplementalsurveyinl992，theturbanshell

wasfounddowntothｅｓｔｏｎｅ－ｓａｎｄｂｏｒｄｅｒａｔａｄｅｐｔｈｏｆｌＯｍ・Alongthe

transects（1-14.9ｍｂｅｌｏｗＳ．Ｌ､）aroundNakanoshima，themussel

Myt血scorsucusandthelong-hornedturbanshellwerefoundbetween

l-9.9ｍ，withtheiroccurrencebeingcomparativelymoreabundantin

thenorthaｎｄｗｅｓｔｏｆｔｈｅｒｏｃｋ、Themusselcoveredtherocksofexposed

area（1-5.9ｍｂｅｌｏｗＳ.Ｌ､)，whiletheturbanshellwasmainlyfoｕｎｄｉｎ

ｔｈｅｃｒｅｖｉｃｅｓａｎｄｈｏｌｅｓａｔｔｈｅｄｅｐｔｈｓｏｆ２-4.9ｍ．

Keywords:Ｈ上z"otjsdisczjsdjScus，Myt血ｓｃｏｒ皿tus，ToyamaBay，
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富山県の朝日町沿岸には岩礁地帯が広がっており，宮崎鼻の沖には岩盤が露出し，県東

部唯一の離れ岩が点在している。この沿岸は古くから磯根資源の漁場として利用されてお

り，アワビが「越中国誌」（杉木1890）に「泊石決明」として紹介されているほか，イ

ガイMytjZz4scoFsucusも「ヒメガイ」と呼ばれて珍重され，キス釣りの餌料として用い

る場合を除いて採捕が禁じられていた（富山県水産試験場1941)。現在はサザエ恥r6o

cor皿tusの刺網漁業が盛んで，宮崎浦漁業協同組合の自主的な管理のもとに操業が行わ

れている（藤田1992)。これらの貝類は朝日町の特産物として今後の増産が期待される

ため，著者らは1987年７月及び８月の２回，宮崎漁港（Ｎ３６．５８′Ｅ１３７．３６′）西側の転

石地帯と離れ岩の一つ「中の島」においてSCUBA潜水を行い垂直分布を調べた。調査域
の転石地帯は海岸線から水深10ｍ付近まで続いており，それよりも深い所は砂地となって

いた。転石の大きさは様灸で，巨喋も多く，ホンダワラ類が繁茂していた。この場所では，
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岸から約50ｍ離れた離岸堤沖側の水深２ｍ地点から沖に向けて100ｍのロープを張り，１

ｍ毎に１㎡内の貝類とその他の大型無脊椎動物の出現個体数を記録した。なお，巨喋の裏

側は調べていない。

転石地帯における貝類の分布及び水深別の個体数集計結果をそれぞれFig.1a及びTablel

に示した。ここではアワビとサザエが見られたが，いずれも水深２～７ｍに分布しており，

離岸距離または水深による顕著な分布の偏りは見られなかった。調査線上に出現したアワ

ビはすべてクロアワビHtzZZotjsdjscusdjsc皿sであった。また，サザエは，鯨の発達して

いない個体が大部分を占めており，1992年９月の潜水観察では砂地との境界（水深１０ｍ）

付近にまで生息していることがわかった。貝類のほかにはイトマキヒトデ

Astermapectm旅rαが見られ（Fig.1a)，増殖事業の際には放流稚貝の捕食者として留

意する必要があると考えられた。

「中の島」は宮崎漁港の距岸約350ｍにある周囲数ｍ，高さ１ｍの安山岩質の離れ岩で，

水深20ｍ付近まで岩盤が見られる。この付近は波浪のために接近できないことが多いが，

ホンダワラ類やクロメＥＣﾉeJo7zjaAzuromeなどの大型褐藻類のほか，小型海藻も豊富に生

育している（藤田・湯口準備中)。「中の島」では島から東西南北の４方向に50ｍのロー

プをそれぞれ１本ずつ張って，１ｍ毎に１㎡内の貝類と主な大型無脊椎動物の出現個体数

を記録した。

「中の島」における貝類の分布及び水深別の個体数集計結果をそれぞれFig.1b，Ｔａｂｌｅ２

に示した。ここではアワビはほとんど見られず，イガイとサザエが多かった。いずれも水

深10ｍ以浅に分布しており，水深５～６，以浅に多かった。イガイは波当たりの良い場所

で特に多く，島から離れるに従って減少し，島から離れた場所では暗礁の頂上に限って見

られた。サザエはほとんどが長い疎を有する個体で，主に，島からやや離れた水深２～５

ｍの岩の裂け目や穴の中に見られた。

なお，イガイ及びサザエは島の北側及び西側で多く，南側及び東側に少なかった。現地

における波浪方向や植生については詳しい調査が行われておらず，方位によって生息量が

異なる理由は明かではないが，富山湾東部海域では北西及び北女西の波向頻度が高い（今

村ら1985）とされており，波向頻度と関連している可能性が高い。

このほか，「中の島」付近には，ムラサキウニＡ〃thocjdarjscrassjsp加α，アカウニ

PSe邸doce瓦tro皿sdepressus，バフンウニHemjce"tro皿sPujcﾉZe〃jmz4s及びマボヤ

Hajocy"”αroretzjなどの無脊椎動物有用種が生息していたが，ムラサキウニが水深３

～９ｍに約１個体／㎡の密度で出現したのを除けば，少なかった。このほか，潮間帯には

カメノテPoZZjc4pes”te"e，漸深帯にはオウパンカイメンSpjrastreZ虹加sZg凡jsなどの

種々 のカイメン，オウギウミヒドラSOJα瓦derjasec皿dα，オウギフトヤギEt4pZe鄭α”α

erecta及びニッポンウミシダＣＯ、α"tﾉZus仰o凡jcaが多産し，富山県沿岸の他の海域と

比べて極めて特徴的な景観を呈していた。これは，島を中心として安定した岩盤基質が発

達していること，外海に面していて波浪の影響が大きいことと関係していると考えられる。
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